
今、母なる地球とすべてのいのちとの繋がりを取り戻すために――
３．１１以降の生き方のヒントがここにある
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これはいのちの物語。

色とりどりのいのちが暮らすこの地球で
いのちが喜ぶ暮らしとは？世界とは？
平和を求める旅の中で、出会った人たちの
暮らしや言葉が紡がれて
ドキュメンタリー映画となった

ほ  し



「どの方も希
望に満ちた生

き方をされて
いて感動しま

した。ご住
職の対

立も批判もし
ないで、でき

ることをされて
いる姿にも心

打たれました
。こ

の映画を観
て、自然も宝

、希望を持
った人も宝だ

と感じました
。」　

　　　　　
　　　　　

　　　　　
　　　　　

　　（50代
 女性）

「いのちのつ
ながりを感じ

させてくれる
素晴らしい映

画でした。い
のちの

つながりを感
じて、感謝の

中で生きてい
こうと思いまし

た。」（50代
 男性）

「すんなりと
映画が私の

中に入ってき
ました。涙が

止まらず、私
の中に

眠っていた色
な々感情が揺

さぶられまし
た。涙を拭

い、視界が
クリア

になった時、
『さて自分は

どう在りたい
のか』という

問いが見えて
きまし

た。自分自
身の生命とし

ての声を、
今まで見ない

ふり、聞こえ
ないふ

りをしていた
自分はたった

今から居ない
ことに気付き

ました。素晴
らし

いひと時を分
かち合えたこ

と、感謝の
気持ちでいっ

ぱいです。」
（30代 女性

）

ここは奇跡の星・地球
今日もいのちの物語が繰り広げられている

１９８４年大阪生まれ。北海道大学農学部卒業。、アジア・
アフリカの１０数ヵ国を旅し、世界は「でっかい宝島」で
あると実感。２００９年、自然と共に生きる人たちを巡る中
で、山口県の「祝島」に出会う。島の暮らしに感銘を受け
ると同時に、対岸の原発計画について知り、発信を始める。
２０１１年以降は福島にも通い、４年の歳月をかけ、全国
で 1000 人を超える方たちの支援を受けて、ドキュメンタ
リー映画「祝福（いのり）の海」を完成させた。
いのちを生かし合える世界を願い、映画を上映する傍ら自
然と調和する暮らしを模索しながら実践中。
ブログ「地球家族チャンネル」
 https://sunamerichannel.jimdo.com/
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とうじょう   まさ ゆき

上映後のア
ンケート

上映会を
ひらきませんか？

初めての方も、小さな会でもお気軽に。
詳しくはこちらから。
● 「祝福（いのり）の海」ホームページ
　 https://inorinoumi.jimdo.com/
● Facebookページ 
    https://www.facebook.com/inorinoumi
● 携帯 080-3809-6791
● メール sunamerichannel@yahoo.co.jp

赤ちゃんを７０年間取り上げて
きた助産師は、生命が地球上に
誕生してから連綿と受け継がれて
きたいのちのバトンの神秘を語る。その
言葉は、‘僕’が求める平和な世界への道標となった――

大学時代、貧困問題に関心があった僕。地球の上でみんなが平和に暮
らすにはどうすればいいのか。世界を旅する中で、自分の暮らしが世
界の問題と繋がっていると感じた僕は、足元の暮らしから見直そうと、
塩づくりをしながら自給的な暮らしを営む一家を訪ねることにした。そ
こには、海や大地に根ざし、あらゆるものを自分たちの手でつくり出す、
生き生きとした暮らしがあった。
同時期に出会った、山口県の瀬戸内海に浮かぶ小さな島「祝島」。豊
穣の海の恵みに支えられ、互いに助け合う地域の共同体が残る。その
島の対岸には、３０年近く前から原発建設計画が進められていた。「海
をお金では売れない」と島の人たちはいう。島に通うようになった僕は、
彼らが守ろうとしている、どこかなつかしい暮らしに触れていく。

２０１１年３月１１日、大きな試練に見舞われた日本。
祝島から福島へ。平和を求める旅の中で、様々な出会いを経て見えて
きた、いのちを生かし合う、未来につづく暮らしや世界とは――

…STORY…


